
参考様式A5（自己評価等関係）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 24名 （回答者数） 22名

～ 2025年　12月　19日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員の個の能力と全体的な内容やシステムの底上げや強化を

するために定期的な内部研修会を実施しています。また、子

をケースと捉えてカンファレンスやお悩み相談などをチーム

内で実施しています。今後はそれらに合わせて、外部講師の

研修をしたり各専門職が相談対応するシステムの導入などで

より充実した取り組みにしていきたいと思います。

2

お子様と保護者様がより安心して就学できるような取り組み

を模索していきます。インクルーシブ教育が推進される中

で、特別支援学級のあり方などにも変化が出てきています。

時代の変化にもアンテナを貼り、情報を入れていく中で療育

内容や保護者様への提示なども修正していきたいと思いま

す。

3

園によっては連携に後ろ向きな場合があるため、どのように

介入していけば互いのメリットになるか模索しています。相

談支援員と共に園への見学に行かせていただいたり、保護者

様を通じての情報共有など手立てを変えて対応していきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

物品の整理や、置き場の工夫をさらに改良していきます。必

要があれば、利用児童数のコントロールで人員的な圧迫を減

らし、より有意義に空間を使った療育活動が出来るようにし

ていきます。よりダイナミックさが必要である活動を行う場

合は公園や運動場など地域の資源を活用しながら行っていく

ことも検討していきます。

2

周辺地域のイベント事に関しては、子どもたちが無理なく参

加できるものを通じて企画していきます。近隣施設との関わ

りに関しては、災害時の動きの共有を行う機会を設けるなど

連携できる体制を整えていきたいです。自社イベントにおい

ては、開催地域や参加人数、保護者様やご兄弟を参加条件に

加えるなど、交流範囲を広げる取り組みを行っています。

3

自社で行っている「屋外活動イベント」において、お子様主

体のイベントに保護者様の関わりという目的を作ることを検

討しています。まずは、そういったニーズがあるかなどアン

ケート聴取から進めていければと思います。お子様に新しい

経験を積んでいただく目的の中に、子も親も共に成長できる

ような目的をもった活動を今後は提供出来ればと思います。

フロアの広さやバリアフリー面など環境的に課題がありま

す。集団でダイナミックな動きのしづらさがありますが、物

品の配置をかえたり人数的な配慮をさせていただいておりま

す。段差の昇降などは、スタッフが付き添いリスクマネジメ

ントを行いながら移動支援の対応をしております。

限られた広さのなかに療育物品があり、マンツーマン以上の

支援を実施しているがゆえの人員的圧迫も影響していると考

えています。逆に限られた中だからこそできることがあり、

お子様のニーズに沿った支援ができていることも多くありま

す。多くのニーズがある中で、それらに応えられるような多

様な支援のあり方も模索していきます。

地域や近隣施設との関わりが少ないと感じており、自社イベ

ントや地域イベント含めて繋がりの薄い印象があります。

地域のイベントなどへの参加は検討していましたが、日程な

どのタイミングや児童の状況を鑑みて先送りにしていたとこ

ろがあります。自社イベントを考えていくなかでも、近隣施

設などと交流する機会を設けられるよう関係作りから進めて

いけるよう努めます。

保護者様同士が上手く情報共有をしたり、保護者間で関われ

るような後押しが出来ていない部分があります。保護者間で

のコミュニティが少ないと感じている反面、各保護者様の思

いや考え方も違うためニーズに合わせた対応の難しさも感じ

ています。

保護者様ひとりひとりで違う考え方を持っており、保護者コ

ミュニティ自体を望まれる方とそうでない方がいらっしゃる

のも現状です。自社では、保護者様とお子様が一緒に参加す

るイベントなどを通じて関わる機会を設けてはいます。各保

護者様のニーズに応えることができるように、希望者を募っ

て参加するものなどを企画することも必要であると考えてい

ます。

就学前のお子様に対し、就学に向けて手厚い対応を心掛けて

います。一般的に就学に向けて必要とされる能力や機能はも

ちろんですがお子様ひとりひとりのお悩みや困り事に対して

何が必要であるか何をしていけたら良いかなどを考えて対応

しています。

就学前に必要な機能や概念、能力の検査評価を行いお子様の

現状を把握し共有しています。また、子に合わせた就学向け

のカリキュラムの実施をしています。就学に向けた保護者様

対応（保護者向けYOUTUBE動画配信、個別面談など）を充実

させて就学への不安点を解消していく対応をしています。就

学先に向けた情報提供書の作成を行い、就学先や新しい居場

所（学童や放課後等デイサービスなど）での安心して過ごし

始めれるように支援しています。就学後の関係機関との連携

を行い、必要であれば就学前会議を開催しています。

各関係機関と連携し、包括的な支援を実施しています。園や

関係機関での問題に対しては課題の整理を行い、対話を主と

した包括的な取り組みを実施しています。

お子様の状況に合わせて、園や病院機関と連携しています。

園とは、対面でのお話しができるように時間を設けて情報共

有をしています。必要があれば、事業所に出向いていただき

様子を見ていただいたり相談支援をさせていただいておりま

す。お子様によっては、保護者様と園の担任教員や保育士と

連携ノートを作成し文章でのやり取りも実施しています。屋

外イベントに園の先生に来ていただくなど、事業所内の活動

だけではなく、違う環境下でのお子様の様子を見て頂く機会

も提供させていただいてます。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

作業療法士や理学療法士など各専門職を中心とした、お悩み

や困り事に対して根拠のある支援の提供をしています。お子

様には担当者を配置しますが、担当者の意見に偏ることがな

いように職種の異なるスタッフを配置し多角的にお子様の様

子を見ていけるよう配慮しています。

専門性のある職員が評価検査の実施と結果の解釈をします。

それらに合わせた個人の具体的目標を設定しています。そこ

から、目標に合わせた段階的なアプローチを展開しお悩みの

解決を目指しています。さまざまな専門職者が1人をみること

で、多角的な対応が可能となっているところが強みです。

○事業所名 HARVEST

○保護者評価実施期間 2025年　12月　12日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　12月　12日

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



参考様式A5（自己評価等関係）

～ 令和8年1月14日

（対象者数） 31名 （回答者数） 26名

～ 令和8年1月14日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに充実を図るための取り組みとして、専門職の視点や知

識を支援員同士で共有し、実施できるようにしていきます。

同法人内には、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士も在籍

していますので、日常生活動作や言語面においてもフォロー

ができるように連携を図り、様々なお悩みに対応できるよう

に努めていきます。

2

日々の活動において、同法人内の事業所と情報共有を行って

います。事業所間で活動内容を共有することで、新たな視点

に気付くことができたり、活動に深みが出てくると考えてい

ます。

3

通年行っている企画に関しては、屋外活動を企画するチーム

を中心に前年度の取り組みを改善し、より良いものとなるよ

う企画しています。また、新たな企画を生み出せるように

日々情報収集を行っていきます。お子様が楽しく様々な経験

を積めるような企画や親子で楽しめる企画など、幅広く検討

していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

完全な個室はありませんが、環境面に配慮が必要なお子様に

対してはパーテーションやカーテンなどを使用し、周囲から

の刺激が最小限となるような工夫をしています。また、ご自

宅や園・学校などの情報を共有させていただき、環境による

違いについても評価しながら進めていきます。

2

昨年末に実施した「屋外活動」において三重県総合文化セン

ターのホールを使用しイベントを行いました。ご利用して頂

いているお子さまだけでなく、ご家族様や地域の保育士の先

生、相談支援事業所の方にも参加していただきました。今後

も地域の施設を利用させていただく中で、地域に開かれたイ

ベントの開催を検討しております。イベント内容や運営方法

を検討しながら、事業所を利用されているお子様、地域のお

子様が交流する機会となり、保護者様を含め満足していただ

けるようなイベントの開催を検討していきます。

3

当社では2か月に1度、事業所全体での研修の場を設けており

ます。研修においては、各職種の専門分野に関する勉強会を

開催し、職員全体の知識や技術を深める機会としておりま

す。このような研修の場を活かし、職員同士がそれぞれの専

門的な知識や技術を共有し、相互理解を深めながら療育の質

の向上に繋げていきます。

当事業所では学習スペースや活動スペースを設定し療育を展

開しておりますが、完全な個室がないため環境面の配慮が十

分に設定することが難しいことがあります。

お子様の中には、視覚刺激や聴覚刺激に過敏な様子があるこ

とで課題に集中しにくいお子様がおられます。個室などの環

境を設定することで様子の変化が見られることもありますの

で、可能な範囲で刺激を調節し、お子様が学びやすい環境を

整えて実施したいと考えています。

地域の他のお子様や事業所との交流の機会が少ない印象があ

りました。

当社のイベントとして、2ヶ月に1度「屋外活動」という事業

所外でのイベントを実施しておりますが、開催日程やお子様

の状況、開催場所の関係から地域でのイベントへの参加や、

地域のお子様と交流の場として開催することが難しい状況で

す。

当事業所には様々な職種の職員が在籍しており、職種により

得意分野や経験に違いがあります。それぞれが専門的な視点

を持てることは強みではありますが、専門用語や専門知識に

対する職種間の相互理解が難しいこともあります。

支援の場面や支援前後に職種間で意見交換を行っています

が、実践経験の違いなどにより、考え方や理解の仕方に違い

があります。多職種間で使用できるマニュアルの作成や、相

互理解に繋がる意見交換の場を多く持つことが必要であると

考えています。

1日のスケジュールの流れの中で、集団活動を企画していま

す。週替わりで「ゲーム」「運動」「工作」「SST」とテーマ

を決めて、様々な活動を経験していただく機会を設けていま

す。加えて、避難訓練や感染予防、熱中症などお子様の危機

管理を高める活動も行っています。

各テーマに沿って活動を企画するうえで、心身機能の向上を

促すために新しい活動を日々企画しています。また、お子様

が楽しんで取り組めることも大切にしておりますので、夏は

夏祭り、冬はクリスマス会をテーマにするなど、季節に合わ

せた活動を企画し、楽しんで参加していただけるような工夫

をしています。

当社では2カ月に１度「屋外活動」というイベントを企画して

おります。普段の事業所内では経験できないような様々な体

験をしていただくことで、心身機能の向上とお子様の興味関

心が広がるきっかけとなるように取り組みを行っています。

同法人内の事業所と合同で行っていますので、普段利用して

いる事業所の方と関わるだけでなく、様々な方と触れ合う機

会となります。社会性を育む機会となるようにリーダーなど

の役割を作ったり、お子様が積極的に参加できるような工夫

をしながら企画しております。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月31日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

理学療法士や作業療法士、保育士など、様々な専門職が支援

員として在籍しています。そのため、専門性を活かし、それ

ぞれのお子様の状態把握と支援を提供させていただいていま

す。

専門的な知見を療育に反映できるように、定期的に検査・評

価を行ない、そこから得られた結果をもとに療育を行なって

います。また、日々支援員同士で情報交換や療育の検討を行

うことで、より質の高い療育が提供できるようにしていま

す。

○事業所名 HARVEST GAT

○保護者評価実施期間 令和7年12月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年12月10日

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



参考様式A5（自己評価等関係）

～ R8年　1月　14日

（対象者数）
35名

（回答者数）
33名

～ R8年　1月　14日

（対象者数）
9名

（回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

充実を図るための取り組みとして、専門職の視点や知識を共

有し、どの支援員でも実施できるようにしていきます。

同法人内には、理学療法士や言語聴覚士も在籍していますの

で、日常生活動作や言語面においても連携を図り、様々なお

悩みに対応できるように努めていきます。

2

季節に合わせた活動、療育活動、危機管理を高める活動にお

いて、同法人内の事業所と情報共有を行い、事業所内で、共

有することで、新たな視点に気付くことができたり、新たな

楽しい活動を見つけることに繋がると考えています。

3

お子様と保護者様がより安心して就学できるような取り組み

を進めております。地域によって学校のシステムが違ってい

ることもあるので、常に最新の情報を入れていく中で療育内

容や保護者様への提示なども修正していきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

昨年末に実施した「屋外活動」において三重県総合文化セン

ターのホールを使用しイベントを行いました。イベント内容

や運営方法を検討しながら、事業所を利用されているお子

様、地域のお子様が交流する機会となり、保護者様を含め満

足していただけるようなイベントの開催を検討していきま

す。

2

当社では2か月に1度、事業所全体での研修の場を設けており

ます。研修においては、各職種の専門分野に関する勉強会を

開催し、職員全体の知識や技術を深める機会としています。

このような研修の場を活かし、職員同士がそれぞれの専門的

な知識や技術を共有し、相互理解を深めながら療育の質の向

上に繋げていきます。

3

当社では2か月に1度「屋外活動」というイベントを実施して

います。このイベントは、お子さまが経験したことがないこ

と、初めて経験する事の提供を目的としています。活動の目

的を明確にすることで、保護者様も参加したいと思えるよう

にしていき、繋がりが持てるような場所にしていきたいと考

えています。

他事業所との繋がりは、自立支援協議会へ参加することで数

回程度繋がることができますが頻回ではないため、今後コラ

ボなど検討課題です。地域のお子さまとの交流機会は現在巡

回でありますが、より多くの機会をどのように持てていける

か検討していきます。

当社のイベント活動で、2ヶ月に1度「屋外活動」を実施して

おります。開催場所の関係から地域でのイベントへの参加

や、地域のお子様と交流の場として開催することが難しい状

況です。

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・保育士・教員が在籍

しており、職種により得意分野や経験に違いがあります。そ

れぞれが専門的な視点を持てることは強みではありますが、

専門用語や専門知識に対する職種間の相互理解が難しいこと

もあります。

支援の場面や支援前後に職種間で意見交換を行っています

が、実践経験の違い、考え方や理解の仕方に違いがありま

す。相互理解に繋がる意見交換の場を多く持ち、いつでも質

問ができる環境づくりをする必要があると考えています。

保護者同士がつながりを持てるような場所について検討して

いますが様々な意見があり、そういった場を設定するまでに

は至っていません。

悩みを共有したいと言われる方や、そうではない方もおられ

ます。知りたいこと、お子さまが経験したことがないこと

等、事業所では親子で参加できるイベントも実施しておりま

すが、イベントにすべての利用者様が参加できていないの

で、保護者同士でつながりが持てるような、ニーズに合った

企画を考える必要があると考えています。

個別活動・集団活動を取り入れています。集団活動は週で内

容の変更を行っており、お子さまが楽しく通所できるように

意識しています。個別では、保護者様からお聞きした問題点

に対して取り組ませて頂いています。さらに避難訓練や感染

予防、熱中症などお子様の危機管理を高める活動も行ってい

ます。

各テーマに沿って活動を企画するうえで、お子様が楽しんで

取り組めることを一番に大切にしています。楽しんで通所し

て頂き機能の向上を促す活動を企画しています。季節に合わ

せた活動を提供していけるような工夫をしています。

標準化された評価ツールを使用しています。評価結果より、

保護者様から頂きましたお悩みや問題点を明確にし、アプ

ローチ方法を決定しています。担当の職員だけが把握するの

ではなく、職員全体が把握できるよう日々の会議で情報共有

を行っています。

就学前に必要な機能や概念、能力の検査評価を行いお子様の

状を把握し共有しています。就学への不安点を解消していく

為の、就学先に向けた情報提供書の作成を行い、就学先や新

しい居場所（学童や放課後等デイサービスなど）での安心し

て過ごし始めれるように支援しています。就学後の関係機関

との連携を行い、必要であれば就学前会議を開催していま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・保育士・教員、相談

支援専門員などが在籍しているため、それぞれが持つ専門性

を活かし、多角的にお子様の状態把握と支援を提供させてい

ただいています。また、担当制のため、お子様の変化に気づ

きやすく日々の成長をお伝えすることができます。

療育時に保護者様と話し合いの場をその都度設定しており、

日々の変化や問題、成長などを話会える時間を設けていま

す。また、面談などの希望があれば即時対応させて頂いてお

ります。専門的な知見を療育に反映できるように、定期的に

検査・評価を行ない、それらに伴う結果をもとに療育を行

なっています。また、月に1度は必ず支援員同士で情報交換や

療育の検討を行い、より質の高い療育が提供できるようにし

ています。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　HARVEST BASEWORKS

○保護者評価実施期間
R7年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年　12月　10日

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



参考様式A5（自己評価等関係）

～ 令和8年　1月　14日

（対象者数） 35名 （回答者数） 35名

～ 令和8年　1月　14日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

充実を図るための取り組みとして、強みをさらに伸ばしてい

くために、専門性が持つ知識や技術の共有に力を入れていき

たいと思っています。そのために療法士以外の職員から出た

悩みを聴取し、各悩みに応じる専門的な知見を療法士より、

職員全体に落とし込みを行い、全体へ周知できるよう勉強会

を実施していきます。

また、年々内容が向上するよう、マニュアルの見直しを行

い、人材育成が停滞しないような工夫を実施していきます。

2

勉強会や研修などは単発での実施で終わらせるのではなく、

実施する目的や獲得したい技術、知識を明確にすることで全

員の理解が深まるよう設定していきたいと考えています。

また、今後は各々が学ぶことの楽しみを感じていけるよう、

生涯学習の定着にも注力していきます。

3

標準化された評価を全員が正しく使用できるようにしていき

ます。そのためには使用するマニュアルをより分かりやすく

したり、評価の記入用紙を現場に即して使いやすいようアッ

プデートを行なっていきます。

評価結果を基に、児童の様子を把握し、今後どのような支援

を行うのかという指標を各々が立案していけるよう勉強会や

症例検討の機会を設けます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

当社は2か月に1度「屋外活動」というイベントを実施してい

ます。このイベントは、お子さまが経験したことがないこ

と、初めて経験するワクワク感の提供を目的としています。

今後は保護者様やお子さま宛てに企画のアンケート聴取を検

討しています。

また、防災知識を学びながら楽しめる運動会や普段の練習成

果を発表する発表会などの活動も企画していきます。活動の

目的を明確にすることで大人も子どもも楽しみながら、とも

に成長を感じられるようなイベントを作っていきます。

2

イベント活動においては、開催地域の選択、参加人数の増

枠、イベントを楽しめる年齢などの参加条件の緩和をするこ

とで、より大勢の方々にご参加いただけるよう事前準備や調

整を行なっていきます。

3

保護者様やお子さま、地域連携機関に「高い専門性」を提供

できるように努めていきます。

そのためにも、PDCAサイクルに基づく働き方を見直し、事

業所内で話し合う機会を設けていきます。SWOT分析を行

い、会社としての考え方、改善点を共有をし、事業所、個人

としての強み・弱み等を明確にした上で今後も皆様に納得し

ていただける療育を実践していけるようにしていきます。

保護者同士がつながりを持てるようなコミュニティの作成に

ついて検討している課題ではありますが様々な意見があり、

そういった場を設定するまでには至っていません。

同じ悩みを共有したい。と臨まれる方もいれば、そうではな

い方もおられます。保護者様自身が参加の可否を選択し、”今”

知りたいこと、お子さまが経験したことがないこと。そんな

ニーズに応えられるような企画が必要と考えます。当事業所

では親子で参加できるイベントを実施しておりますが、保護

者様、お子さまからアンケートや口コミを聴取しているわけ

ではないので、必ずしもニーズに沿えているかが不透明です

ので多くのニーズに応えられる活動を企画していきます。

イベントを行う中で園や小学校といった地域とのつながりや

自治体の活動に参加していくという企画が少ない印象であっ

た。

事業所のイベントとして、一般の地域で行われているイベン

トなどへの参加も検討していますが、日程の調整や児童の状

況やお住まいの圏域などを考慮すると全ての利用児童が参加

するのは難い状況であります。

各地域で行われている活動においても保護者様に教えて頂き

ながら情報収集を進めていけるよう努めます。

新規職員に対する事業所内での伝達や業務内容の統一が行い

にくい状況がありました。職種間における得意分野の違いや

専門用語に対する理解の仕方、また経験などによる実践知識

の違いなども挙げられるため、相互理解かつ質の向上に繋げ

られるよう目指していきます。

当事業所では支援員の所有資格が各々違います。そのため、

発達支援を行う際の考え方も異なります。

PDCAサイクルを意識して業務にあたっておりますが、個々の

理解度合いで伝わりにくさも感じることがあります。Planを

立案しDo(実行)できるようになってきましたが、checkの部

分で個人差があります。法人としてマニュアルを作成し、

PDCAサイクルでの業務を再認識できる体制を整えていきま

す。

全職員での研修や会議を設けています。

研修や会議は、職員が抱える療育の悩みについてしっかりと

話し合い、意見の交換が出来る場として有効に活用していま

す。悩みを一人で抱え込まずに解決する場、意見がもらえる

場がある事で、子どもたちへの向き合い方が変わる場を変わ

らずに提供していきます。

会議においては、支援者側の療育での悩みや困りごとを解決

することのみならず、各職種間での知識や技術を向上させて

いくためにはどうしたらよいかを意識した話し合いを行いま

す。職員全員にアンケートを聴取し、外部講師を招聘するこ

ともあれば、職員が交代で講師を務め、”教える側”、”教わる

側”など役割が交代することで知識や技術が深まるような工夫

も絶え間なく行っています。学んだ知識はしっかりと「相手

に伝える」ことで学びの定着を目指します。

児童に対して標準化された評価を使用しています。

標準化された評価を全員が使用できることで、児童の様子や

状況を全職員が把握・共有できています。

悩みのある子どもたちを見ていく中で、どのように現在の状

況を把握していくのかは事業所によって異なると思います

が、当法人においては、全職員が研修や会議にて、評価の使

用方法、目的・実施、結果からの解釈、またその結果からど

のような支援に繋げていくのかを総合して検討していきま

す。支援についてのノウハウがない方においても１からわか

るよう学んでいける機会も豊富にあります。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などの専門職が常駐し

ています。そのため、療育や発達の悩みや困りごとに対して

専門的な視点を持って対応をすることが可能です。

園や学校での問題に対しては課題の整理を行い、各関係者と

の対話を主とした包括的な取り組みを実施しています。

人員配置には余裕を持って必ず児童と1対1の対応ができるよ

うに心がけています。

療育の実施前後において、お子さまの情報共有をする時間を

設けています。その際には、子どもたちの『出来ている部

分』に着目してアドバイスを行うようにしています。担当者

の意見だけに偏ることがないように、職種の異なる担当者を

つけ、様々な方向から子どもの様子を見ていけるように配慮

する事を心がけています。

○事業所名 HARVEST UNITE

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　3日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年　12月　3日

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



参考様式A5（自己評価等関係）

～ R8年　1月　14日

（対象者数） 27名 （回答者数） 24名

～ R8年　1月　14日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

充実を図るための取り組みとして、専門職の視点や知識を共

有し、どの支援員でも実施できるようにしていきます。

同法人内には、理学療法士や言語聴覚士も在籍していますの

で、日常生活動作や言語面においても連携を図り、様々なお

悩みに対応できるように努めていきます。

2

季節に合わせた活動、療育活動、危機管理を高める活動にお

いて、同法人内の事業所と情報共有を行い、事業所ないで、

共有することで、新たな視点に気付くことができたり、活動

に深みが出てくると考えています。

3

お子様と保護者様がより安心して就学できるような取り組み

推進。時代の変化にもアンテナを貼り、情報を入れていく中

で療育内容や保護者様への提示なども修正していきたいと思

います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

昨年末に実施した「屋外活動」において三重県総合文化セン

ターのホールを使用しイベントを行いました。イベント内容

や運営方法を検討しながら、事業所を利用されているお子

様、地域のお子様が交流する機会となり、保護者様を含め満

足していただけるようなイベントの開催を検討していきま

す。

2

当社では2か月に1度、事業所全体での研修の場を設けており

ます。研修においては、各職種の専門分野に関する勉強会を

開催し、職員全体の知識や技術を深める機会としています。

このような研修の場を活かし、職員同士がそれぞれの専門的

な知識や技術を共有し、相互理解を深めながら療育の質の向

上に繋げていきます

3

当社では2か月に1度「屋外活動」というイベントを実施して

います。このイベントは、お子さまが経験したことがないこ

と、初めて経験する事の提供を目的としています。活動の目

的を明確にすることで、保護者様も参加したいと思えるよう

にしていき、繋がりが持てるような場所にしていきたいと考

えています。

地域の他のお子様や事業所との交流の機会が少ない印象があ

りました。

当社のイベントとして、2ヶ月に1度「屋外活動」という事業

所外でのイベントを実施しておりますが、開催場所の関係か

ら地域でのイベントへの参加や、地域のお子様と交流の場と

して開催することが難しい状況です。

作業療法士、保育士、教員が在籍しており、職種により得意

分野や経験に違いがあります。それぞれが専門的な視点を持

てることは強みではありますが、専門用語や専門知識に対す

る職種間の相互理解が難しいこともあります。

支援の場面や支援前後に職種間で意見交換を行っています

が、実践経験の違い、考え方や理解の仕方に違いがありま

す。相互理解に繋がる意見交換の場を多く持ち、いつでも質

問ができる環境づくりをする必要があると考えています。

保護者同士がつながりを持てるような場所について検討して

いますが様々な意見があり、そういった場を設定するまでに

は至っていません。

悩みを共有したいと言われる方や、そうではない方もおられ

ます。知りたいこと、お子さまが経験したことがないこと

等、事業所では親子で参加できるイベントも実施しておりま

すが、イベントにすべての利用者様が参加できていないの

で、保護者同士でつながりが持てるような、ニーズに合った

企画を考える必要があると考えています。

1日の療育の流れの中で、個別活動、集団活動を取り入れてい

ます。「ビジョントレーニング」「運動」「工作」「SST」と

テーマを決めて、様々な活動を経験していただく機会を設け

ています。さらに避難訓練や感染予防、熱中症などお子様の

危機管理を高める活動も行っています。

各テーマに沿って活動を企画するうえで、お子様が楽しんで

取り組めることを大切に、機能の向上を促す活動を企画して

います。季節に合わせた活動を企画し、楽しんで参加してい

ただけるような工夫をしています。

就学前（5歳児検診後）のお子様に対し、就学に向けて手厚い

対応を心掛けています。一般的に就学に向けて必要とされる

能力や機能はもちろんですがお子様ひとりひとりのお悩みや

困り事に対して何が必要であるか何をしていけたら良いかな

どを考えて対応しています。

就学前に必要な機能や概念、能力の検査評価を行いお子様の

状を把握し共有しています。就学への不安点を解消していく

為の、就学先に向けた情報提供書の作成を行い、就学先や新

しい居場所（学童や放課後等デイサービスなど）での安心し

て過ごし始めれるように支援しています。就学後の関係機関

との連携を行い、必要であれば就学前会議を開催していま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

作業療法士、保育士、教員、相談支援専門員など、様々な専

門職が支援員として在籍しているため、それぞれが持つ専門

性を活かし、お子様の状態把握と支援を提供させていただい

ています。

専門的な知見を療育に反映できるように、定期的に検査・評

価を行ない、それらに伴う結果をもとに療育を行なって

います。また、月に1度は必ず支援員同士で情報交換や療育の

検討を行い、より質の高い療育が提供できるようにしていま

す。

○事業所名 児童発達支援／放課後等デイサービス　HARVEST HOME

○保護者評価実施期間 R7年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R7年　12月　10日

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


